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Abstract  Blended learning is a way of study environments which is a combination of computer 
resource aided E-learning environments and traditional blackboard-and-note type in-classroom learning 
environments. We have already developed a B-Learning system which has been successfully employed 
in some of our classrooms. This paper describes improvements of our present B-learning system by 
providing 4 new features, such as (1) fill in the blank type questioning, (2) mobile terminals 
compatibilities, (3) collecting feedbacks from students on class materilas, and (4) a mailing module. An 




B-Learning (Blended-Learning) 1) とは、(1) 従来からの
教室授業による学習 (Class-Learning) と(2) コンピュー
タおよびネットワークを利用した学習 (e-Learning) の 2
つを組み合わせた学習を指す。この B-Learning のための
学習管理システム（以降、B-Learning システムと呼ぶ）
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2･1  サーバ環境 




表 1. サーバ環境 
OS Fedora 9 








 HTML は WEB サイトを記述するためのマークアップ
言語であり、PHP 及び JavaScript は動的に HTML 要素を
生成するために用いられる。また、CSS は HTML 文書の
見栄えを記述するための言語である。 
 
2･2  データベース 
本 B-Learning システムではいくつかのデータベース
を使用している。表 2～表 4 にデータベース毎に定義さ
れているテーブルを示す。 
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の授業回数を 15 回と想定し、1 授業回あたりの問題数を
6 問に設定している。そのため、1 科目あたりの作成可能






















doc ファイルや mht ファイルなどを添付することも可能
である。これら添付ファイルは 1 つの問題につき 6 つま
で設定可能で、解答時に表示される問題文では添付ファ
イルそれぞれに対して拡張子に応じた処理が行われる。
表 5 に添付ファイルの扱いをまとめて示す。 
 
 
図 2. 問題作成 
 





画像(.jpg, .png, .bmp) 画像を表示 
その他 リンクを表示 
 























































3･2  問題演習 
 問題が作成されていればユーザ権限に関係なく図 3 の
ように作成された問題へのリンクが表示され、選択する
と図 4 の解答画面へと移動する。 
 
図 3. 問題選択(作成済み) 
 
 



















可能である。例えば、3 つ目の設問に 4 つの解答候補が
存在する場合、 ans[2] と correct[2][0] ～ correct[2][3] 
(注：配列の要素番号は 0 から始まる) のいずれかが一致
すれば正解として処理する。 















(3) 正解率を 10 で割り 0.0～10.0 の実数化 
(4) 実数化した結果が 10 であれば得点を 10
点とする 
(5) 9 以上 10 未満であれば得点を 9 点とする 
(6) (4)、(5) のどちらにも該当していなけれ
ば四捨五入を行い、結果が 0 であれば得
点を 1 とする(正解率 0%でも参加点とし
て 1 点を与える) 
(7) それ以外は四捨五入した結果をそのまま
得点とする 
 これにより、得点が 0 でなければ問題への解答が一度
は行われていることになる。また、単純に四捨五入する
































































































表 6 の通りである。 
 





















4･1  表示の変換ルール 


































れないため、最後に nl2br 関数により改行コードを HTML
において改行を意味する<br />タグへ変換し、改行であ
ることを認識させる必要がある。 













4･2  簡単ログイン 
 携帯電話機には個体識別情報(以下 UID)と呼ばれるも
のである。これは機種やキャリアの違いだけでなく、端




ン機能は DoCoMo、AU、SoftBank の 3 キャリアの携帯電
話機のみに対応させている。表 7 にキャリア毎の UID 名
称とその値を示す。なお、スマートフォンには UID とし
て利用可能なデータが存在していないため、対象外とし











表 7. UID 名称と値 
キャリア名 UID 名称 UID 値 
DoCoMo 個体識別情報 
I モード ID 
大小英数字 7 桁 
(I モード ID) 
AU サブスクライバ ID 
(EZ 番号) 
数字 14 桁_英字 2 桁
SoftBank 端末シリアル番号 英数字 11 桁もしく


























 本機能では 2 種類の項目要素を用いて柔軟なアンケー
ト作成を行うことが可能である。2 種類の項目要素とは
「選択式アンケート項目」と「記述式アンケート項目」







































おける生成要素の包括関係を図 8 に示す。 
 
 




  選択肢名 1 テキストボックス 
  選択肢 1 削除ボタン 
  選択肢名 2 テキストボックス 
  選択肢 2 削除ボタン 
















図 9. アンケート作成画面 
 
 以上の説明を踏まえた上で作成例を示す。図 9 は項目
名等を入力した状態(作成前)、図 10 は図 9 の内容で作成
した場合の回答画面である。肝心な部分のみを抜粋、拡






図 10. アンケート回答画面 
 









図 11. 回答内容の確認 
 
 










ルド値は 0 で初期化される。回答時に学籍番号 g_number
とアンケート識別名 enq_name をもとにして flag フィー
ルド値を調べる。この flag フィールド値が 0(初期状態)
であれば回答可能として回答画面を表示する。flag フィ




表 8. 生成テーブルの定義 
フィールド名 g_number enq_name flag 





5･4  要素の動的な生成 






となってしまう。そこで、JavaScript を用いて DOM ノー
ドへの操作を行うことでリロードを発生させることなく
要素を動的に生成することを実現している。 
 DOM とは、Document Object Model の略称であり、
HTML 文書及び XML 文書をアプリケーションから利用






















表 9. ノードの種類 
ノードの種類 ノードの名前 ノードの値 
エレメントノード タグ名 Null(なし) 
テキストノード #text テキスト内容
属性ノード 属性名 属性値 
 




除する。親オブジェクトの指定に要素の ID や Name を取

























6･1  送信メールの形式 
 PHP においてメール送信を行う方法にはいくつか種類














図 13.  Mail パッケージの導入用コマンド 
 
Mail パッケージを用いたメール送信では factory メソ
ッドによって Mail クラスオブジェクトを生成する。生成




は送信方法の種類、host 以下は SMTP 接続による送信を
行う場合に用いる SMTP サーバの設定である。 
 












(default:EV B-Learning システム)  




 送信するメールのヘッダ設定を表 11 に示す。From フ
ィールドは送信者のメールアドレスを意味し、送信専用
yum install php-pear 




























図 14. メール配信フォーム 
 















図 15. 更新通知ボタン 
 
 
図 16. 定型文の配信フォーム 
 

































 本論文では既存の B-Learning システムの基本機能を
ベースに、ユーザにとってより利便性の高いシステムと
することを目的として新規機能の検討・実装を行った。
新規実装した主な機能は (1) 空欄補充形式演習問題、(2) 
携帯端末への対応、(3) 新規アンケートの作成、(4) メー
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